
こ
れ
ま
で
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
の
大
胆
な
予

算
、
そ
し
て
施
策
が
年
度
末

に
次
々
と
出
た
。
補
助
金
と

裏
補
助
、
さ
ら
に
標
準
仕
様

書
モ
デ
ル
の
提
示
や
調
達
の

仕
組
み
の
改
革
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
改
訂
、
教
育
の
情
報

化
に
関
す
る
手
引
ま
で
一
体

的
に
提
示
さ
れ
た
。

「
安
心
と
成
長
の
未
来
を

拓
く
総
合
経
済
対
策
」
が
2

0
1
9
年
12
月
5
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
、
2
0
2
3
年
度

ま
で
に
全
学
年
の
児
童
生
徒

1
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
端

末
を
持
ち
、
十
分
に
活
用
で

き
る
環
境
の
た
め
、
国
と
し

て
継
続
的
に
財
源
支
援
を
講

じ
る
。

2
0
1
9
年
度
補
正
予
算

案
で
は
1
人
1
台
端
末
と
高

速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
」
に
2
3
1
8
億
円

（
公
立
2
1
7
3
億
円
、
私

立
1
1
9
億
円
、
国
立
26
億

円
）
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連

1
2
9
6
億
円
、
端
末
関
連

1
0
2
2
億
円
）
を
計
上
。

萩
生
田
光
一
文
科
相
を
本

部
長
と
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
実
現
推
進
本
部
」
を

設
置
し
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
現
パ
ッ
ケ
ー
ジ

〜
令
和
の
時
代
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
な
学
校
へ
〜
」を
決
定

し
た
。
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」で
は
、1
人
1
台
端

末
整
備
及
び
高
速
通
信
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
に
向

け
て
、
大
規
模
整
備
を
可
能

に
で
き
る
よ
う
な
調
達
の
仕

組
み
を
改
革
。
環
境
整
備
の

た
め
の
標
準
仕
様
書
を
例
示

す
る
。

■
端
末
補
助
は
上
限

1
台
に
つ
き
4
・
5
万
円

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

実
現
に
向
け
た
補
正
予
算
で

は
、
児
童
生
徒
用
端
末
1
台

に
つ
き
公
立
・
国
立
は
4
・

5
万
円
を
補
助
。
私
立
学
校

は
2
分
の
1
（
上
限
4
・
5

万
円
）
。
高
等
学
校
は
Ｂ
Ｙ

Ｏ
Ｄ
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
補
助
対
象

外
だ
。
Ｌ
Ｔ
Ｅ
端
末
の
場

合
、
通
信
費
は
自
治
体
独
自

予
算
と
な
る
。
リ
ー
ス
契
約

の
場
合
も
端
末
を
対
象
に
補

助（
上
限
4
・
5
万
円
）。
リ

ー
ス
事
業
者
が
申
請
す
る
。

現
行
の
「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
向
け
た
環
境
整
備
5
か

年
計
画
（
2
0
1
8
〜
2
0

2
2
）
」
に
基
づ
く
地
方
財

政
措
置
（
3
ク
ラ
ス
に
付
き

1
ク
ラ
ス
分
の
端
末
配
備
）

は
引
き
続
き
執
行
し
、
そ
れ

以
外
の
部
分
が
補
助
対
象
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
2

0
2
0
年
度
ま
で
に
小
5
〜

中
1
、
2
0
2
1
年
度
ま
で

に
中
2
〜
中
3
、
2
0
2
4

年
度
ま
で
に
小
3
〜
小
4
、

2
0
2
5
年
度
ま
で
に
小
1

〜
小
2
に
1
人
1
台
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。■

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

半
額
補
助
＋
裏
補
助

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
に
つ
い
て
は
小
・
中
・

高
等
学
校
を
対
象
に
1
／
2

を
補
助
。
補
助
上
限
額
は
1

校
に
つ
き
3
0
0
0
万
円
、

下
限
額
は
1
設
置
者
に
つ
き

4
0
0
万
円（
調
整
中
）。対

象
は
工
事
を
伴
う
幹
線
、
支

線
ケ
ー
ブ
ル
、
サ
ー
バ
、
ル

ー
タ
ー
、
ハ
ブ
、
情
報
コ
ン

セ
ン
ト
、
ソ
フ
ト
（
校
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
と
し
て
機
能
す
る
た
め

に
最
低
限
必
要
な
も
の
）

等
。
無
線
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と
一
体

的
に
整
備
か
つ
固
定
設
置
の

場
合
、
補
助
対
象
。
充
電
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
も
一
体
的
に

整
備
す
る
場
合
補
助
対
象
。

な
お
、
令
和
元
年
度
補
正

予
算
に
お
い
て
は
、
残
り
2

分
の
1
の
自
治
体
負
担
分
に

つ
い
て
地
方
債
（
※
）
の
充

当
が
可
能
。
年
度
内
に
こ
れ

を
起
債
す
る
場
合
、
自
治
体

負
担
分
の
1
0
0
％
に
「
補

正
予
算
債
」
の
充
当
が
可
能

で
あ
り
、
後
年
度
に
お
い

て
、
そ
の
60
％
が
普
通
交
付

税
に
加
算
さ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
実
質
的
な
自
治
体
負

担
分
は
、
国
庫
補
助
対
象
事

業
費
総
額
の
20
％
と
な
る
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
補
正

予
算
を
繰
り
越
し
、
2
0
2

0
年
度
に
執
行
す
る
場
合
、

自
治
体
負
担
分
の
そ
れ
ぞ
れ

75
％
及
び
15
％
に
「
学
校
教

育
施
設
等
整
備
事
業
債
」
及

び
「
財
源
対
策
費
債
」
の
充

当
が
可
能
。
後
年
度
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
70
％
及

び
50
％
が
普
通
交
付
税
に
加

算
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
実

質
的
な
自
治
体
負
担
分
は
、

国
庫
補
助
対
象
事
業
費
総
額

の
20
％
と
な
る
。
（
※
地
方

公
共
団
体
が
、
1
会
計
年
度

を
超
え
て
行
う
借
入
れ
）

■
5
Ｇ
活
用
も
想
定

総
務
省
と
連
携
し
て
教
育

利
用
で
き
る
ロ
ー
カ
ル
5
Ｇ

の
活
用
モ
デ
ル
も
構
築
（
補

正
予
算
2
億
4
0
0
0
万

円
）
。
活
用
モ
デ
ル
の
実
証

を
行
う
。
ロ
ー
カ
ル
5
Ｇ
に

よ
り
、
商
用
基
地
局
が
な
い

地
域
で
も
自
前
で
超
高
速
環

境
の
利
用
が
可
能
と
す
る
。

経
産
省
と
の
連
携
に
よ
る

Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
実
証
事
業

（
補
正
予
算
10
億
円
）で
は
学

校
に
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
を
進
め
よ
う
と
す

る
企
業
へ
の
補
助
を
行
う
。

■
標
準
仕
様
例
を
例
示

大
規
模
調
達
が
容
易
に
で

き
る
よ
う
、
国
が
示
し
た
標

準
仕
様
書
の
モ
デ
ル
案
を
基

に
共
同
調
達
を
推
進
す
る
。

端
末
に
つ
い
て
は
Ｏ
Ｓ
ご

と
に
標
準
仕
様
書
例
を
作

成
。
3
つ
の
Ｏ
Ｓ
共
通
の
仕

様
書
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
等
を
操
作
し
や
す
い
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
、
テ
キ
ス
ト
入
力

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
必
要

と
さ
れ
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
キ

ー
ボ
ー
ド
、
教
科
書
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド

読
み
込
み
を
想
定
し
た
イ
ン

カ
メ
ラ
・
ア
ウ
ト
カ
メ
ラ
の

装
備
、
重
量
（
1
・
5
㎏
未

満
）
な
ど
を
記
し
た
。
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
を
補
完
す
る
Ｌ
Ｔ
Ｅ
端

末
も
選
択
肢
と
し
て
例
示
。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
ク
ラ
ウ
ド

環
境
等
構
築
業
務
、
充
電
保

管
庫
の
標
準
仕
様
書
例
な
ど

も
提
示
。
無
線
Ａ
Ｐ
は
全
教

室
一
斉
活
用
を
想
定
。
ケ
ー

ブ
ル
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
6
Ａ
以

上
、
ハ
ブ
や
ル
ー
タ
ー
、
ス

イ
ッ
チ
類
は
1
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
の

普
及
モ
デ
ル
な
ど
。

■
調
達
の
仕
組
み
を
改
革

補
助
金
執
行
団
体
（
補
助

事
業
者
）
（
非
営
利
法
人
を

公
募
に
よ
り
選
定
）
を
設
置

し
て
都
道
府
県
・
政
令
市
と

リ
ー
ス
会
社
が
共
同
で
申
請

す
る
仕
組
み
を
構
築
。

都
道
府
県
・
政
令
市
は
共

同
調
達
の
方
針
作
成
及
び
調

整
や
リ
ー
ス
会
社
を
選
定
。

市
区
町
村
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
見
通
し
を
含
む
整

備
計
画
を
立
案
。
端
末
の
種

類
や
必
要
台
数
に
関
す
る
必

要
書
類
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

に
関
す
る
必
要
書
類
な
ど
を

用
意
。
そ
れ
ら
を
都
道
府
県

が
取
り
ま
と
め
、
内
容
を
精

査
し
て
リ
ー
ス
事
業
者
と
共

同
で
補
助
事
業
者
に
申
請
。

な
お
購
入
に
よ
る
調
達
の

場
合
は
市
区
町
村
と
都
道
府

県
・
政
令
市
間
で
調
整
し
て

調
達
を
行
う
。

教
育
委
員
会
担
当
者
は
、

「
端
末
1
0
0
0
台
程
度
ま

で
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
政
令
市
で
は
な
い
が

大
規
模
校
が
多
い
都
道
府
県

で
そ
れ
以
上
の
端
末
整
備
が

必
要
な
場
合
、
独
自
整
備
の

ほ
う
が
効
率
的
な
場
合
も
あ

る
。
柔
軟
性
あ
る
仕
組
み
を

期
待
し
て
い
る
」
と
語
る
。

■
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂

ク
ラ
ウ
ド
活
用
を
前
提

「
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

ク
ラ
ウ
ド
活
用
を
前
提
と
し

て
改
訂
。
従
来
の
第
1
章
を

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
本
文
」
と

し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目

的
、
制
定
の
背
景
、
基
本
理

念
、
ク
ラ
ウ
ド
・
バ
イ
・
デ

フ
ォ
ル
ト
の
方
針
な
ど
を
記

述
。
従
来
の
2
章
以
降
は

「
参
考
資
料
」
と
し
、
不
正

ア
ク
セ
ス
防
止
に
向
け
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仮
想
的
な
分

離
等
に
関
す
る
文
言
を
整

理
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
業
務
の
一
部
を
委
託

す
る
場
合
の
確
認
事
項
な
ど

を
具
体
的
に
追
記
し
た
。

「
参
考
資
料
」
と
し
た
理
由

は
「
各
自
治
体
判
断
で
柔
軟

な
体
制
構
築
の
た
め
」
と
し

て
い
る
。
（
関
連
22
面
）

■
「
手
引
」
を
改
訂

「
教
育
の
情
報
化
に
関
す

る
手
引
」
も
改
訂
、
公
表
し

た
。
す
べ
て
の
教
職
員
が
す

ぐ
に
使
え
る
こ
と
を
想
定
し

て
学
校
段
階
ご
と
、
教
科
ご

と
に
事
例
を
充
実
。
特
別
支

援
教
育
に
つ
い
て
は
学
習
上

の
困
難
・
障
害
種
別
に
事
例

を
示
し
た
。「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
」「
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
」「
遠
隔
教
育
」「
先
端

技
術
」「
健
康
面
へ
の
配
慮
」

な
ど
の
新
規
事
項
も
追
加
。

「
教
育
の
情
報
化
に
関
す

る
手
引
」
作
成
検
討
会
座
長

の
堀
田
龍
也
教
授
（
東
北
大

学
大
学
院
）は「
補
正
予
算
に

よ
る
端
末
や
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

整
備
に
よ
り
、
学
校
現
場
の

情
報
化
は
急
速
に
進
展
す
る

こ
と
に
な
る
。
導
入
か
ら
活

用
へ
、
そ
し
て
子
供
た
ち
の

情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
『
手
引
』

を
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

■
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施

文
部
科
学
省
は
1
月
、
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
東
京
（
三
田
共
用
会
議
所

及
び
各
校
）
及
び
京
都
（
京

都
学
・
歴
彩
館
及
び
各
校
）

で
開
催
す
る
。
端
末
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
等
の
機
器
整

備
、
授
業
イ
メ
ー
ジ
の
共
有

や
教
員
研
修
・
教
材
紹
介
、

ブ
ー
ス
展
示
も
行
う
。
分
科

会
方
式
で
同
時
進
行
の
た

め
、
複
数
興
味
が
あ
る
場
合

は
複
数
人
数
で
の
参
加
が
必

要
だ
。
東
京
1
月
16
・
17

日
、
京
都
1
月
15
・
16
日
。

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
半
〜

15
時
半
。

同
時
進
行
で
学
校
も
視

察
。
東
京
は
つ
く
ば
市
立
み

ど
り
の
学
園
義
務
教
育
学

校
、
戸
田
市
立
戸
田
第
二
小

学
校
、
荒
川
区
立
第
三
中
学

校
、渋
谷
区
立
西
原
小
学
校
。

京
都
で
は
箕
面
市
立
箕
面
小

学
校
、
草
津
市
立
草
津
小
学

校
ほ
か
の
視
察
を
予
定
。

■
教
育
委
員
会
対
象
に

説
明
会
を
実
施

こ
れ
ら
施
策
に
つ
い
て
文

部
科
学
省
は
12
月
23
日
、
各

都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育

委
員
会
の
情
報
教
育
環
境
整

備
担
当
課
及
び
首
長
部
局
の

情
報
政
策
推
進
担
当
者
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
。
そ
の

内
容
を
域
内
市
区
町
村
に
も

展
開
す
る
こ
と
を
参
加
者
に

求
め
た
。

当
日
は
68
都
道
府
県
・
政

令
都
市
か
ら
複
数
名
の
担
当

者
が
参
加
。
終
了
後
の
質
問

時
間
は
長
蛇
の
列
と
な
っ

た
。
主
な
質
問
内
容
に
つ
い

て
は
今
後
、
Ｆ
Ａ
Ｑ
と
し
て

公
表
を
予
定
。

情
報
教
育
・
外
国
語
教
育

課
の
髙
谷
浩
樹
課
長
は
「
1

人
1
台
学
習
者
用
端
末
は
令

和
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
全
国

的
な
環
境
整
備
が
始
ま
る
。

依
頼
に
応
じ
、
都
道
府
県
主

催
等
の
域
内
市
区
町
村
の
教

育
委
員
会
、
首
長
部
局
へ
の

説
明
会
や
研
修
会
等
に
積
極

的
に
参
加
し
て
説
明
す
る
」

と
話
し
た
。
既
に
年
明
け
の

1
月
6
日
、
福
岡
県
久
留
米

市
で
説
明
を
行
う
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。

■
こ
の
機
を
逃
さ
ず

一
体
と
な
っ
た
取
組
を

（
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

今
般
の
補
正
予
算
案
は
、

す
で
に
児
童
生
徒
3
人
に
1

台
と
い
う
地
方
財
政
措
置
で

講
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に

取
り
組
ん
で
き
た
自
治
体
、

ま
た
こ
れ
か
ら
着
実
に
整
備

に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治

体
を
対
象
に
、
1
人
1
台
端

末
と
ク
ラ
ウ
ド
活
用
、
そ
れ

ら
に
必
要
な
高
速
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
の
実
現
を
目

指
す
も
の
で
す
。
こ
の
実
現

に
は
、
各
自
治
体
の
首
長
の

皆
様
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

不
可
欠
で
す
。

こ
の
機
を
絶
対
に
逃
す
こ

と
な
く
、
学
校
・
教
育
委
員

会
の
み
な
ら
ず
、
各
自
治
体

の
首
長
、
調
達
・
財
政
・
情

報
担
当
部
局
な
ど
関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
、
子
供
た
ち

1
人
ひ
と
り
に
個
別
最
適
化

さ
れ
、
創
造
性
を
育
む
教
育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
頂
き
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

文部科学省 ８面
教育関連団体 ９－１２面
４７都道府県教育長 １３－１７面

1人1台で1歩進んだ協働学習（3面）1人1台で学習者用デジタル教材活用（6面）

不登校対策特認校で遠隔授業（6面）ＳＩＮＥＴで遠隔実証実験（5面）

次世代に必要な力を
育むための学びとは

紙 面 案 内

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

学校給食・食育特集

教育改革

食 育

紙 面 案 内

3 面 児童生徒も1人1台ＰＣ活用の時代へ
「1人1台環境の有無で学びに差が生まれてい
る」と語る高橋純氏（東京学芸大学）。町田市
立町田第五小学校ではＬＴＥ端末を全学年で活
用して新時代の学びに挑戦している

5 面 ＳＩＮＥＴで遠隔授業
京都府教育委員会では、ＳＩＮＥＴ経由で京都
府立鳥羽高等学校と京都工芸繊維大学の研究室
を接続。高精彩な画像を教室からＳＩＮＥＴ経
由でダウンロードしたり遠隔で研究室の実験を
共有したりした

21 面 主体的な学びを支える学校施設へ
安全・安心で質の高い快適な学校施設が求めら
れている。機能面デザイン面で工夫を凝らした
間仕切りや、熱中症対策に多くの学校に導入さ
れた大型循環送風機、効率的な部活動練習に役
立つボードなど、学校環境の向上に資する施設
・機器を紹介する

22 面 「進化」するセキュリティ体制を構築
「危険ということを忘れないうちは安全であ
る」――教育情報セキュリティポリシーガイド
ラインは次のステップに進むため、改訂され
た。そのポイントと今後の体制について、文部
科学省・教育情報セキュリティ対策推進チーム
副主査の髙橋氏とネットワーク間ファイル交換
システムを提供しているプロット代表取締役社
長の津島氏が対談した

新春特別号新春特別号
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水曜日

日

（令和2年）

第 ２ １ ６ ２ 号
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1月
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1
１人１台学習者用端末を全国展開へ１人１台学習者用端末を全国展開へ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
ク
ラ
ウ
ド
」

「
端
末
」を
一
体
的
に
整
備
す
る

（１） ２０２０年（令和２年）１月１日（水曜日）
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